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況
企
画
展
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大
谷
石（
 緑
  色
  凝
  灰
  岩
 ）

り
ょ
く
 し
ょ
く
 ぎ
ょ
う
 か
い
 が
ん

　
１
、５
０
０
万
年
前
頃
、
栃
木
県
の

大
部
分
は
海
の
底
で
し
た
。
当
時
の
地

殻
変
動
は
活
発
で
、
激
し
い
火
山
活
動

が
起
こ
り
、
た
く
さ
ん
の
溶
岩
や
軽
石
、

火
山
灰
が
海
底
に
堆
積
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
が
変
質
し
て
緑
色
に
な
っ
た
も
の

は
、
緑
色
凝
灰
岩（
グ
リ
ー
ン
タ
フ
）と

呼
ば
れ
て
お
り
、
東
北
の
日
本
海
側
な

ど
に
広
く
分
布
し
て
い
ま
す
。

　
大
谷
石
は
、
こ
の
時
代
に
で
き
た
 流
 

り
ゅ
う

 紋
  岩
  質
 の
緑
色
凝
灰
岩
で
、
主
に
軽
石

も
ん
 が
ん
 し
つ

が
固
ま
っ
て
で
き
た
も
の
で
す
。
耐
火

性
に
す
ぐ
れ
、
県
内
で
は
あ
ち
こ
ち
で

大
谷
石
造
り
の
塀
や
倉
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

小杉放菴記念日光美術館

市市 民民 割割 引引 券券
（１枚につき、５名様まで有効）

況
常
設
展
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日
光
杉
並
木
街
道
の
緊
急
保
存
対
策（
案
）

　
こ
の
対
策（
案
）は
、
昭
和
　
年
に
宇

４９

都
宮
大
学
教
授
で
あ
っ
た
 鈴
  木
  丙
  馬
 博

す
ず
 き
 へ
い
 ま

士
が
発
表
し
た
も
の
で
、
杉
並
木
保
護

の
た
め
、
行
政
が
対
策
を
速
や
か
に
講

じ
る
よ
う
求
め
た
も
の
で
す
。
現
在
行

わ
れ
て
い
る
並
木
敷
に
隣
接
す
る
土
地

の
公
有
地
化
な
ど
の
対
策
は
、
す
で
に

こ
の
中
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

対
策（
案
）で
の
提
案
な
ど
を
受
け
て
、

計
画
的
な
杉
並
木
保
護
施
策
が
推
進
さ

れ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
鈴
木
博
士
は
、
生
涯
を
か
け

て
杉
並
木
の
研
究
や
保
護
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
杉

並
木
の
保
護

を
考
え
る
上

で
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い

人
物
で
す
。

興
催
し
興

◆
移
動
博
物
館
　「
岩
石
・
鉱
物
の
世
界
」

　
３
月
　
日（
日
）ま
で

２０

日
光
市
中
央
町
　‐
１（
今
市
図
書
館
隣
）　緯（
　）６
２
１
７

２９

２２

開
館
時
間
　午
前
９
時
～
午
後
６
時（
入
館
無
料
）

休
館
日
　毎
週
月
曜
日
、
祝
日
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歴
史
民
俗
資
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館
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「あーとネット・とちぎオリジナル版画用

卓上油圧式プレス機」

　このプレス機は、木口木版画家の 柄  澤  齊 
から さわ ひとし

氏の助言を受けながら、あーとネット・と

ちぎのメンバーが開発・製作しました。

大谷石（緑色凝灰岩）

と　　き：３月１９日（土）　午後１時３０分～３時

講　　師：あーとネット・とちぎの皆さん

会　　場：美術館エントランスホールおよび展示室

参　加　料：美術館の入館料のみで参加可（入館料：一般…７００（３００）円、大

　　　　　学・高校生…５００（２００）円、小中学生…無料）　※（　）内は市民

　　　　　割引券を利用した際の料金です。

定　　員：２０名（先着順）

参加方法：美術館へ電話で申し込む

特別企画・ワークショップ「発見＆体験概　版画の魅力」

日光杉並木街道の緊
急保存対策（案）

版　　画の世界に親しむためのワークショップを開催します。
　このワークショップでは、現在展示している版画作品を鑑賞した後、

県内の美術館関係者と教育関係者でつくる「美術鑑賞教育ネットワー

クとちぎ（あーとネット・とちぎ）」が開発した、オリジナル版画用卓

上油圧式プレス機を使って、実際に 木  口  木  版  画 を刷る体験をします。
こ ぐち もく はん が

　今後、各方面で活用が期待されるプレス機の公開に併せて、「版画

を刷る」という制作の過程を体験することで、版画の鑑賞をより深め

る絶好の機会です。ぜひ、ご参加ください。

～あーとネット・とちぎオリジナル＜版画用卓上油圧式プレス機＞大公開～

２０１１年３月号２１

日
光
市
の
文
化
財　
⑤
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【
種
別
】
　
史
跡

【
所
在
】　
日
光
市
足
尾
町
上
間
藤

昭
和
　
年
３
月
　
日
旧
足
尾
町
指
定

５３

３０

間藤水力発電所跡

短
　
歌
　
選
者
　阿
久
津
仲
一

四
世
代
膳
を
囲
み
て
乾
杯
の
部
屋
に
 初
  日
 

は
つ
 
ひ

の
光
り
あ
ふ
る
る

根
立
郷
美

時
を
刻
む
音
高
ま
り
て
 尚
  愛
 し
命
輝
か
せ

な
お
 い
と

シ
ク
ラ
メ
ン
咲
く

　
　
　
関
根
眞
佐
子

卒
寿
な
る
母
は
 御
  節
 を
作
り
た
り
腕
も
確

お
 
せ
ち

か
に
味
も
た
し
か
に
　
　
　
　
　
　
狐
塚
昭
子

福
笑
い
 日
向
 の
よ
う
な
眼
差
し
を
集
め
て

ひ
な
た

嬉
し
八
十
三
歳
の
 初
  春
 

は
 
る

北
崎
　
君

風
少
し
あ
る
枯
庭
を
眺
め
つ
つ
ボ
リ
ュ
ー

ム
上
げ
て
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
聞
く

白
土
武
夫

茶
柱
の
立
ち
た
る
朝
茶
飲
み
な
が
ら
縁
起

を
担
ぐ
年
に
な
り
た
り

植
田
義
雄

柚
子
風
呂
を
好
み
し
夫
の
今
は
亡
く
涙
の

に
じ
む
顔
を
洗
い
ぬ

村
田
ト
ミ

川
　
柳
　
選
者
　山
本
都
留
米

古
代
 雛
 飾
り
賑
わ
う
大
通
り

び
な

岩
崎
節
子

 吊
 し
雛
婆
ち
ゃ
ん
の
着
 物
蘇
え
 る

つ
る
 

よ
み
が

篠
原
芳
子

ふ
き
の
と
う
春
に
見
つ
け
て
持
ち
帰
る

倉
沢
美
江
子

竹
の
音
夜
空
に
散
ら
す
ど
ん
ど
の
火

櫻
沢
あ
き
子

お
雛
様
飾
っ
た
時
だ
け
孫
は
し
ゃ
ぎ

酒
井
喜
麿

お
雑
煮
が
続
き
餅
腹
も
て
余
ま
し白

土
武
夫

雛
飾
り
桃
の
開
花
を
待
ち
わ
び
る選

者
　
吟

俳
　
句
　
選
者
　伊
藤
　
清

 冴
 ゆ
る
 夜
 の
無
限
の
空
や
冬
銀
河

さ
 

よ

徳
本
英
子

天
空
の
眩
し
き
参
道
初
詣
で

渡
辺
ミ
チ
子

冬
来
た
り
鍋
物
囲
む
 夕
  食
 か
な

ゆ
う
 
げ

櫻
澤
総
一

万
物
を
金
色
に
染
む
初
日
の
出

斎
藤
愛
華

 暁
天
 に
 煌
 め
き
凍
る
星
一
つ

ぎ
ょ
う
て
ん
 

き
ら

池
田
三
夫

大
杉
に
 蕾
 ぎ
っ
し
り
春
 隣
 

つ
ぼ
み
 

と
な
り

福
田
美
代
子

大
通
り
 往
 き
交
う
人
の
息
白
し

ゆ

植
田
義
雄
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作
品
を
募
集
し
て
い
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすす
外外外外外外外外外外外外外外外外外外外

　
川
柳
・
俳
句
・
短
歌
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、

電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

応
募
先
及
び
く
わ
し
く
は

秘
書
広
報
課
　広
報
広
聴
係

緯（
　
）５
１
３
５
・
胃（
　
）５
１
０
９

２１

２１

　
わ
た
ら
せ
渓
谷
鐵
道
間
藤

駅
か
ら
北
へ
六
〇
〇
ｍ
ほ
ど

進
む
と
、
県
道
脇
に
直
径
約

一
ｍ
の
鉄
管
が
見
え
ま
す
。

そ
こ
が
今
回
ご
紹
介
す
る
間

藤
水
力
発
電
所
跡
で
す
。

　
間
藤
水
力
発
電
所
は
、
明
治
二
三（
一
八
九
〇
）年
に
完
成
し
た

日
本
で
は
初
期
の
水
力
発
電
所
で
す
。
電
力
は
旧
来
の
動
力
源
で

あ
っ
た
蒸
気
機
関
に
代
わ
り
、
坑
内
電
車
な
ど
に
利
用
さ
れ
、
銅

山
近
代
化
の
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。
開
設
時
の
出
力
は
約
二
九

八
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
、
同
時
期
の
国
内
の
水
力
発
電
所
と
比
較
し
て

も
、
際
立
っ
た
出
力
規
模
で
し
た
。

　
現
在
、
県
道
脇
に
は
発
電
用
の
水
を
導
い
て
い
た
鉄
管
の
一
部

が
残
る
の
み
で
す
が
、
道
路
を
挟
ん
で
反
対
側
の
松
木
川
の
岸
に

は
原
動
所
の
レ
ン
ガ
造
り
の
基
礎
が
あ
り
ま
す
。
渇
水
期
に
は
県

道
か
ら
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
間
藤
水
力
発
電
所
跡
は
、
足
尾
銅
山
の
近
代
化
を
知
る
上
で
重

要
な
史
跡
で
す
。
足
尾
地
域
に
お
立
ち
寄
り
の
際
に
は
、
他
の
銅

山
関
係
の
文
化
財
と
併
せ
て
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

至　日光地域

国
道
１
２
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号
線
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鉄
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県
道
２
５
０
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